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 三重工場は、東芝グループの一員として、「“かけがえのない地球環境”を、健全な状態で次世代に引き

継いでいくことは、現存する人間の基本的責務」との認識に立って、東芝グループ経営理念に基づき、   

構内関係会社各社と連携して環境保全活動を技術的、経済的に可能な状態で推進します。 
（本報告書のデータは構内関係会社分のデータを含みます。） 
 
 東芝グループ経営理念  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 東芝グループ環境保全基本方針        三重工場環境方針  
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

環境マネジメント 

東芝グループは、人間尊重を基本として、豊かな価値を創造し、世界の人々の生活・文化に貢献する  

企業集団をめざします。 

 
東芝グループは、健全な事業活動をつうじて、顧客、株主、従業員をはじめ、すべての人々を大切にします。

 
東芝グループは、エレクトロニクスとエネルギーの分野を中心に技術革新を進め、豊かな価値を創造します。

 
東芝グループは、より良い地球環境の実現につとめ、良き企業市民として、社会の発展に貢献します。 
 

《東芝グループスローガン》 

 

三重工場の環境方針は、人間尊重を基本と 

した『東芝グループ経営理念』に基づいて

おります。 
 

１．環境保全への取り組みを、経営の最重要課題の

一つとして位置づけます。  

２．事業活動、製品・サービスに関わる環境側面に

ついて、環境負荷の低減、汚染の防止などに 

関する環境目的および同目標を設定して、環境

活動を推進します。  

３．積極的な環境施策の展開により、環境経営の 

継続的な改善・向上を図ります。  

４．優れた環境技術や製品の開発と提供、および 

地域・社会との協調連帯により、環境活動を 

通じて社会に貢献します。  

５．環境に関する法令、当社が同意した業界などの

指針および自主基準などを遵守します。  

６．地球資源の有限性を認識し、その有効な利用、

活用を促進します。  

７．従業員の環境意識をより高め、全員で取り組み

ます。  

８．グローバル企業として、東芝グループ一体と 

なった環境活動を推進します。 

＜１＞ 



     環境マネジメントシステム  
 三重工場では、１９９７年１月に国際規格ＩＳＯ１４００１を認証取得し、２００６年度には上位組織

である電力流通・産業システム社との統合認証を行い、２００８年度は二年次サーベイランスを受けまし

た。 
 ＩＳＯ１４００１に基づくＥＭＳ（環境マネジメントシステム）のＰＤＣＡサイクル（Ｐｌａｎ－Ｄｏ

－Ｃｈｅｃｋ－Ａｃｔｉｏｎ）により、環境保全活動の継続的な向上を図っています。 
 審査は、外部審査機関（㈱日本環境認証機構）により毎年審査を受け、その３年毎に更新しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 企業自主行動計画（第４次環境ボランタリープラン）  
 三重工場では、東芝で策定した第４次環境ボランタリープラン（２００６年度～２０１２年度）を受け

て、当工場に該当する管理可能な項目につき環境負荷低減に向けて取組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＩＳＯ１４００１審査履歴 

2005 年 12 月 更新審査（２００４年版） 認証登録 観察事項；２件 全て是正完了 

2006 年 12 月 [産業社]統合審査 認証登録 
観察事項；６件 

軽微事項；３件 
全て是正完了 

2007 年 11 月 １年次サーベイランス 認証登録 
観察事項；１件 

軽微事項；７件 
全て是正完了 

2008 年 11 月 ２年次サーベイランス 認証登録 
不適合 ；０件 

改善の余地；５件 
全て是正完了 

2009 年 11 月(予定) 更新審査 － － － 

 

Ｐｌａｎ 
目的・目標・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

Ｄｏ 
実施及び運用 

Ｃｈｅｃｋ 
点検及び是正処置 

Ａｃｔｉｏｎ 
マネジメントレビュー 

第４次環境ボランタリープラン（該当項目） 200７年度工場成果 

廃棄物ゼロエミッション 
２０１０年度に最終処分量を総排出量の１％以下 
 

化学物質排出量の削減 
２０００年度を基準に２０１０年度までに５０％削減 
 
ＣＯ２排出量の削減 
１９９０年度を基準に２０１０年度に売上高原単位で 
２５％改善 
 
製品情報提供（ＥＣＰ売上比率） 
２０１０年度までに各製品群で環境調和型製品比率６０％ 
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＜２＞ 

３０％ 

200８年度工場成果 

０．２％ 

５６％ 

４８％ 

廃棄物総発生量原単位 
２０００年度を基準に２０１０年度までに２０％削減 
 

１９．３ｔ／億円 １７．５ｔ／億円 

４５％ 

 

《概念図》 《登録証》 
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 企業自主行動計画（第４次環境ボランタリープラン）  
 東芝グループでは、１９９３年度に初めての中期自主行動計画「第１次環境ボランタリープラン」を策

定しました。その後、活動を継続しながら対象事業場・事業の拡大、活動レベルの向上の両面から活動   

内容を充実させ、「第４次環境ボランタリープラン」に至まで行動計画を深め、拡大してきました。 
 更に、「第４次環境ボランタリープラン」の期間を京都議定書の第１約束期間に合わせ２０１２年度まで

延長するとともに、目標値を上方修正しています。 
 三重工場も、東芝グループ環境ボランタリープランの達成に向け、活動レベルの向上を図っています。 
 
●第４次環境ボランタリープラン（２００６～２０１２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特記部分を除き、２０００年度基準で国内・海外、生産・非生産の事業所が対象 

注１） 対象１５物質群…ﾋﾞｽ(ﾄﾘﾌﾞﾁﾙすず)=ｵｷｼﾄﾞ(TBTO)、ﾄﾘﾌﾞﾁﾙすず類(TBT 類)、・ﾄﾆﾌｪﾙすず類(TPT 類)、   

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ類(PCB 類)、ﾎﾟﾘ塩化ﾅﾌﾀﾚﾝ(塩基数が 3 以上)、短鎖型塩化ﾊﾟﾗﾌｨﾝ、ｱｽﾍﾞ

ｽﾄ類、ｱｿﾞ染料・顔料、ｵｿﾞﾝ層破壊物質、放射性物質、ｶﾄﾞﾐｳﾑおよびその化合物、六

価ｸﾛﾑ化合物、鉛およびその化合物、水銀およびその化合物、ﾎﾟﾘ臭素化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ類(PBB
類)、ﾎﾟﾘ臭素化ｼﾞﾌｪﾆﾙｴｰﾃﾙ類(PBDE 類) 

注２） 事業活動に伴い生じる副産物やその他の発生物すべて（総発生量）に対し、各種処理後の埋立処分量を

１％以下にすること 

製品の環境効率向上 
東芝目標 三重工場目標 

指   標 
2012 2012 

環境調和製品の売上高（生産高）比率 ８０％ ８０％ 

「Excellent ＥＣＰ」の創出件数 
 ※新規設定指標 ２５製品 － 

製品に含まれる特定１５物質群注１ 全廃 全廃 

環境調和型 
製品の提供 

「ｴｺﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ」によるＣＯ２排出量削減効果 
 ※新規設定指標 ７３０万ｔ － 

 

事業プロセスの革新 
 指   標 東芝目標 三重工場目標 

エネルギー起源ＣＯ２排出量原単位削減 
（対１９９０年） ４７％ 達成済みのため 

年１％削減 

ＣＯ２以外温室効果ガス総排出量削減 ３８％ 達成済みのため 
08 年度実績維持 

地球温暖化 
の防止 

国内製品物流に伴うＣＯ２排出量原単位 
削減 ４４％ 達成済みのため 

年１％削減 

廃棄物総発生量原単位削減 ２４％ 達成済みのため 
年１％削減 

廃棄物ゼロエミッション注２達成拠点 １００％ 達成済みのため 
年１％削減 

使用済製品再資源化量拡大（対 2001 年） １８０％ － 

資源の 
有効活用 

水受入量生産高原単位削減 
 ※新規設定指標 １０％ － 

化学物資 
管理 大気・水域への化学物質排出量削減 ５４％ ５４％削減 

 

＜３＞ 



 組織体制  
 環境保全活動の継続的向上を図るため、『三重工場環境保全体制』を構築しています。 
 構内各社一体の環境保全責任者と環境保全副責任者を置くと共に、各部門単位においても部門長を置き

職制ラインを軸とした環境保全体制となっております。 
 また、構内常駐会社責任者は工場地球環境委員として会議に参画しております。 
 
 
 
 

コーポレート 

全社地球環境会議 

ＥＣＰ 
推進委員会 

事業系環境 
推進委員会 

環境推進部 

カンパニー 

カンパニー社長 
（環境経営責任者） 

工 場 

三重工場 

地球環境会議 

三重工場 環境保全体制図 

 

備考 （三）：株式会社東芝三重工場            （ＴＳＩＪ）：東芝シュネデール・インバータ株式会社 
   （ＴＩＰＭ）：東芝産業機器製造株式会社        

＜４＞ 

環境監査員 

公害防止管理者 
エネ管理士（員） 

（三）[管] 

部門環境保全委員会 
委員長：部門長 

委員：課長、Gr長、他 

幹事：環境幹事 

(業務活動･ｻｰﾋﾞｽ･地域) 
（三）[管]長 

(予算) 
（三）[管]長 

(製品) 
（TIPM）[企画]長 

(取引先) 
（TIPM）[企画]長 

地球環境技術部会 
統括責任者：(TIPM)技術統括責任者 

委員：関係部門長 

幹事：(TIPM)（企） 

地球環境生産部会 
部会長：(TIPM)[企画]長 

委員：関係部門長 

幹事：(TIPM)（調達） 

専門委員会 
・省エネルギー専門委員会 

・廃棄物削減専門委員会 

職制ライン 

職制ライン 

支援ライン 

任命ライン 

情報ライン 

（三）地球環境会議 
統括責任者：（三）工場長 

幹事：（三）[管]長 

委員：技術統括責任者， 

（三）（TIPM） 

   各（事業）部長， 

   (産機技)長, (TSIJ)長， 

 [三重 IS]長 

事務局：（三）[管] 

各 部 門 

環境保全副責任者 
（三）[管]長 

環境幹事 
連絡会 

環境保全責任者 
（三）工場長 

社 長 

環境担当役員 カンパニー生産統括責任者 
（環境推進責任者） 

環境担当 

カンパニー統括技師長 
（環境経営推進副責任者）



 
 
 
 環境負荷  
三重工場では、事業活動に伴い多くのエネルギー、用水、原材料、副資材が使用され、環境負荷（環境に

与える影響）が発生します。主なものでは、工場で消費されるエネルギーや化学物質、消費後に排出され

るＣＯ２や廃棄物があります。 
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※１ 当工場ＰＲＴＲ届出実績に基づく

数値 
※２ 当工場排水口での当該物質の実測

濃度の年間平均値に年間排水総量

を乗じて算出 

工場全景 

■電気（万 kWh） ■灯油（kl） ■都市ガス（千 m3） 

■ＬＰＧ（t） ■揚水（千 t） ■化学物質（t）※１ 

■ＣＯ２（千 t-CO2） ■廃棄物総排出量（千 t） ■廃棄物埋立量（t） 

■化学物質（t）※１ 

＜５＞ 

 

 

■排水負荷（ｔ）※２ 



 環境会計  
環境会計は、環境保全に関わるコストとその効果を把握することで、環境活動をより効率的に展開する

ことのできる重要な指標と考えています。三重工場が使用している環境会計のコスト分類や算出基準は、

環境省環境会計ガイドラインに準拠した東芝の環境会計ガイドラインに基づいています。 
 
《２００８年度 環境会計集計結果》 対象期間２００８年４月１日～２００９年３月３１日 
●環境保全コスト※１ 

環境保全を目的とした投資、公害防止や環境調和型製品の開発などの環境に関わる全ての費用を集計。 

■投資…高効率変圧器導入、給水配管更新などを実施 

■費用…公害防止の監視、研究、会議等の費用が発生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●実質的経済効果※２                        ●みなし効果※４ 
 
 
 
 
●顧客効果※５検討例 

顧客効果の推移
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◆２００８年度：顧客効果実績

トップランナー変圧器
高効率 ＰＭ 油入 モールド

消費電力(損失)差（Ｗ） 59 125 566 681 83.4 240
生産台数 11690 12266 12095 4024 2218 59606
稼動時間(H/日) 24 24 4 1.3
稼動日数(日/年) 365 365 360 360
電力単価（円/Ｋｗｈ) 23 23 23 23

30,838 68,555 1,379,286 552,125

顧客効果(千円)　合計

①1.5kWモータで換算 ①300kVA変圧器換算 ①台数は面数で換算
②効率からの電力（損失）差）②効率からの電力（損失）差）②旧機種との消費電力差
③損失は６０％負荷時の値 ③損失は負荷率４０％時の値

ＨＥＶモータ

153,984

①標準モータとの消費電
力差（燃費での換算が困
難なため電力にて算出）

2,190,914

小形モータ
ＴＥ形ＭＣＣ

8
243

6,127
1,931,410

算出条件

23

顧客効果(千円)
99,393

 

コスト分類 コスト内容 投資額 費用 合計 対前年差 

公害防止 大気水質等の汚染防止など 0.0 7.4 7.4 4.1 

地球環境保全 温暖化防止、オゾン層保護など 0.0 0.0 0.0 0.0 

資源循環 廃棄物処理、リサイクルなど 0.0 86.5 86.5   49.1 

事業所 

エリア内 

コスト 

 計 0.0 93.9 93.9  53.2 

上・下流コスト 製品の回収・適正処理など 0.0 0.4 0.4  0.4 

管理活動コスト 教育、会議、監査など 1.5 37.7 39.2 -13.7 

研究開発コスト 環境調和型製品研究開発など 0.0 0.0 0.0 -63.0 

社会活動コスト 地域活動支援、情報公開など 0.0 0.0 0.0 0.0 

環境損傷コスト 補償、訴訟、汚染除去費など 0.0 0.0 0.0 0.0 

コスト合計 1.5 132.0 133.5 -23.1 

単位：百万円 

項目 環境負荷低減量※３ 削減効果額 

エネルギー 222.2 kL 26.6 

廃棄物 824.0 t  -13.7 

効果額合計 12.9 

項目 環境負荷低減量※３ 削減効果額 

排水 4221.3kg 4.0 

大気 718.1kg 2.0 

効果額合計 6.0 

単位：百万円 単位：百万円 

＜６＞ 

※１ 事業活動に起因する環境への負荷の抑制を目的とした  

コスト及びこれに結びついたコスト。環境保全のための投資

額及び費用額。 
※２ 環境保全活動により得られた環境負荷低減の効果を集計 

したもの。電力量・燃料・用水・廃棄物の削減を効果として

表す。 
※３ 前年度に対して低減した環境負荷量。（増加の場合は   

マイナス表示） 
※４ 環境負荷物質の削減効果を経済価値で捕らえるため環境 

基準・公害訴訟費用などから金額に換算し、その効果を表す。 
   水質環境負荷や大気環境負荷の削減などを表す。 
※５ 製品のライフサイクルを通じての環境負荷低減効果を物量

単位と貨幣単位（金額）で評価した効果額。 



 環境教育  
三重工場では、国際規格ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステムに基づき、環境教育に関する通達

を定め、構内で働く全員が教育を受けています。教育は階層別教育と職能別教育を実施しています。 
 
●階層別教育 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●職能別教育 
 
 
 
 
 
 
 
 

 異常事態対応訓練  
 訓練の対象施設・工程は、環境影響評価により環境負荷が大きいと判断した設備のうち、非定常・緊急

時判定で有意となった化学物質、油脂類（ガス施設は除く）を取り扱う施設・工程で、且つ、 万一事故が

発生した場合、排水系等を通じて構外への影響が予想されるものに対して実施しています。日頃の備えを

怠らないことにより、環境事故“ゼロ”の継続を目指します。 
 

      

対 象 教  育  内  容 実施頻度 

部長教育 
・自部門の環境保全システムの確立・運用・責任権限 

・一般従業員教育内容他 
１回／年 

管理者教育 

・部長教育（一般従業員教育内容を含む）に準拠 

但し、開発設計及び製造担当部門は次項を重点説明 

①開発設計部門：商品の企画･設計･ｻｰﾋﾞｽと環境 

②製造担当部門：調達・生産工程管理と環境 

同上 

一般従業員教育 

・ＩＳＯの要求事項 

・国内外の環境動向、関係法令 

・環境方針及び環境目的を達成することの重要性及び環境保全マニュ

アルの要求事項を実行することの重要性並びに各自の役割と責任 

・現在及び将来予想される事項について各自の業務活動に関し、環境

保全活動の効果と改善活動の有益性 

・緊急事態への備えと対処事項を確実にするための各自の役割と責任 

・定められた実施手順から逸脱した場合に起こり得る結果 他 

同上 

新規採用者教育 ・一般従業員教育に準ずる。（技術者は、製品アセスメントを追加） 新規採用時 

 

対 象 教  育  内  容 実施頻度 

指定業務従業員教育 

1.著しい環境影響を持つ作業従事者 

2.関係法令に該当する施設の作業  

従事者 

・関係法令などに該当する施設の適正な取扱い 

及び点検方法 

・関係法令などに該当する施設の異常時の影響 

予測結果とその対応方法など 

１回／年 

技術者教育 ・環境影響を考慮した開発設計、生産技術 同上 

環境保全担当教育 ・環境法令などの概要と保全担当の職務と責任 同上 

監査員教育 
・環境法令などの概要と監査員の職務と責任 

・現地研修及び認定試験 
同上 

法定資格者教育 ・現地研修及び認定試験 必要の都度 

 

《訓練対象設備》 
 排水処理設備：３ヶ所 

○油が最終法流口へ流出したことを想定した訓練 ○訓練終了後の反省会 

＜７＞ 

発生源 放流口 



 環境監査（審査）  
 三重工場では、定期的に環境保全活動や遵法管理などが適切であるかを、社内及び第三者による社外  

環境監査（審査）にて確認しています。また、監査（審査）において不適合・観察事項などの指摘が     

あった場合は速やかに是正し、環境保全活動の継続的な工場に向け取組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①内部環境監査（部門レベル） 
当工場の基準により認定された監査員（当工場で従事する従業員）が、各部門（環境

保全活動推進の単位）の環境保全活動進捗状況について監査します。 

②内部環境監査（工場レベル） 
東芝の基準により認定された監査員（当工場以外で従事する東芝Ｇｒ従業員）が、当

工場の環境保全活動進捗状況について監査します。 

ＩＳＯ１４００１

関係 
システム・パフォーマン

ス・遵法重視 ③外部機関環境審査 
外部審査機関によるＩＳＯ１４００１規格に基づく審査で、この審査に合格すると認

定事業所として認められます。 
当工場は、２００６年１月２９日に認定されましたが、２００６年度からは、    

電力流通・産業システム社の１つの組織として認証を受けています。 

東芝総合環境監査

システム 
（ＥＡＳＴＥＲ） 

現場管理・環境経営重視 

東芝社内環境監査制度に基づく監査員によって監査が行われます。 
環境経営の推進状況やボランタリープランの達成状況、現場管理（点検・表示・手順

書などの状況）について監査します。 
現場管理については、環境関連施設２１項目（１７施設）について監査します。 

 

内部環境監査（部門レベル） ２００８年９月２２日～１０月２２日 

監査結果は、全体で不適合が９件、その内、些細な不適合で１週間以内に是正可能が４件、１ヶ月以内に  

是正可能が５件で、重大な不適合はゼロでした。既に是正処置は完了しています。 
【主な不適合事項】 
・部門の環境保全体制が見直しされていない。 → 体制図の見直しをした。 

 
内部環境監査（工場レベル） ２００８年８月２５日 

監査結果は、影響評価に係る部分で観察事項が２件となりましたが、重大な不適合はゼロでした。既に是正  

処置は完了しています。 
【観察事項の例】 
・排出水の亜鉛排出基準変更が適切に反映されているが、掲示物の見直しがされていない。 
→掲示物の亜鉛基準を見直し、法基準見直し時の修正マップを作成 

 
ＩＳＯ１４００１外部機関環境審査（統合審査） ２００８年１１月２６日～２８日 

従来の三重工場単独認証から、上部組織である電力流通・産業システム社一体となり審査を受査しています。

２００８年度は２度目のサーベイランスを受けました。審査の判定結果、『向上』の評価を受けました。尚、

改善の余地が５件ありましたが、不適合はゼロでした。既に是正処置は完了しています。 
【改善の余地の例】 
・環境方針では各項目の目的及び目標の枠組みで具体的な活動を示しているが、環境側面登録表との繋がり

が不明確。 
→環境側面の登録表と方針の整合性を見直し 

東芝総合環境監査システム（ＥＡＳＴＥＲ）セルフ監査 
２００８年 ９月１８日～ ９月１９日 

環境経営監査 Ｂ（７８．０％） 

現場監査（対象 15 施設） Ｂ（８６．５％） 

 

●監査の結果 

＜８＞ 

ＥＡＳＴＥＲとは

・Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ Ａｕｄｉｔ Ｓｙｓｔｅｍ ｉｎ ＴＯＳＨＩＢＡ

ｏｎ ｂａｓｉｓ ｏｆ ＥＣＯーＲｅｓｐｏｎｓｉｂｉｌｉｔｙ

東芝総合環境監査システム（以下環境監査）

・１９９３年から、東芝事業場及び関係会社の事業場

において、１回／年実施（コーポレート及びカンパニー等）

・２００６年度から、カンパニ環境経営監査へ移行

・「現場主義」と「レベル評価」を継承  



 
 
 
 環境調和型製品  
地球温暖化や廃棄物処分問題などの環境問題がクローズアップされるにつれて、地球環境の有限性が 

強く認識されています。当工場では、持続可能な資源循環型社会の構築に向け、製品ライフサイクル全体

を通じて発生する環境負荷を低減した「環境調和型製品（ＥＣＰ※１）」の開発に取組んでいます。 
 
●ＬＣＡ※２※３（ライフサイクルアセスメント） 

ＬＣＡは、製品の原材料調達段階から製造・輸送・使用・廃棄・リサイクルに至る全ての段階で環境に

与える影響を定期的に評価する手法であり、その評価結果を踏まえて製品の環境負荷低減を図ることを 

目的としています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

製品（研究開発・調達）での環境配慮 

※１ Environmentally Conscious Products 

※２ Life Cycle Assessment 

※３ LCA 評価は東芝の簡易 LCA ソフトを使用 

＜９＞ 

製品のＬＣＡ評価例（トップランナー油入変圧器）

＜型式＞HCR-50Hz-100kVA-R6600V-210V
＜損失＞現行標準(JIS):495W→従来機種EV2:374W → ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰSEVA:339W

単位：ｔｏｎ

●ＣＯ２排出量は使用中が９７％を占める

省エネ・高効率化が最も重要

トップランナー油入変圧器：Ｓ２２Ａ
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※LCAとは、ライフサイクル・アセスメント(Lifecycle assessment)のことで、
製品 の原料が採掘される段階から、製造、輸送、使用、廃棄されるすべての段
階において、環境への影響を評価する方法。

製品のＬＣＡ評価例（トップランナー油入変圧器）

＜型式＞HCR-50Hz-100kVA-R6600V-210V
＜損失＞現行標準(JIS):495W→従来機種EV2:374W → ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰSEVA:339W

単位：ｔｏｎ

●ＣＯ２排出量は使用中が９７％を占める

省エネ・高効率化が最も重要
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※LCAとは、ライフサイクル・アセスメント(Lifecycle assessment)のことで、
製品 の原料が採掘される段階から、製造、輸送、使用、廃棄されるすべての段
階において、環境への影響を評価する方法。



●環境調和型製品の開発 
三重工場では、社内カンパニーである株式会社東芝電力・社会システム社の方針に連動・整合した環境  

調和型製品の開発を推進しています。また、開発に当たっては、全社ＥＣＰ基準１２項目（下表参照）を

クリアすべく、構内の製造会社が一体となった委員会を設置し、活動しています。 
 

○ＥＣＰ基準１２項目（概要） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○特定化学物質対策：RoHS 物質の検査体制強化のためＸ線蛍光分析装置 SEA1000AⅡを導入 

 
 

1 特 定 化 学 物 質 の 削 減
（※ ２ ）

ＪＩ Ｇで 定 め る レ ベ ル Ａ １ ５物 質 を 含 有 し て い な い こ と 。 　当 面
は 、 Ｒ ｏ Ｈ Ｓ 特 定 ６ 物 質 を 対 象 と す る 。

2 包 装 ・梱 包 の 削 減 包 装 ／ 梱 包 材 の 減 容 ・ 減 量 化 、 通 い 箱 の 採 用 な ど 、 包 装 ／
梱 包 に 対 す る 削 減 対 応 が 行 わ れ て い る こ と 。

3 消 費 電 力 (損 失 )の 削 減
（※ １ ）

機 能 当 た り の 消 費 電 力 を 従 来 製 品 の ５ ％ 削 減

4 プラ ス チ ック 部 品 の 材
料 名 表 示

25 ｇ 以 上 の プ ラ ス チ ッ ク に つ い て は 、 本 体 も し くは 取 扱 説 明 書
に 材 料 名 が 記 載 さ れ て い る こ と 。 自 社 成 型 品 に つ い て は 、 型

変 更 時 に 本 体 に 表 示 す る 。 一 方 、 購 入 品 は 取 扱 説 明 書 へ 記

載 す る 。

5 解 体 性 向 上 溶 接 、 接 着 、 ね じ 等 の 締 結 個 所 の 削 減 な ど 、 製 品 の 解 体 性
向 上 へ の 対 応 が な さ れ て い る こ と 。

6 リサ イ ク ル へ の 対 応 リ サ イ ク ル ／ 回 収 へ の 対 応 が 取 扱 説 明 書 な ど に 記 載 さ れ て

い る こ と 。

7 製 品 廃 棄 時 の 処 理 情
報 開 示

製 品 廃 棄 時 の 処 理 に 必 要 な 情 報 が 取 扱 説 明 書 な ど に 記 載
され て い る こ と 。

8 質 量 低 減 （ ※ １ ） 機 能 当 た り の 質 量 を 従 来 製 品 の ５ ％ 削 減

9 製 品 ア セ ス メン トの 実 施 製 品 ア セ ス メ ン ト が 実 施 さ れ て い る こ と 。 （ （ 三 ） 通 達 D -4 3 008

三 重 工 場 製 品 地 球 環 境 ア セ ス メ ン ト 実 施 要 領 ）

10 ＬＣ Ａ・フ ァ クタ ー Ｔ評 価
の 実 施 （※ ３ ）

ＬＣ Ａ 評 価 は 従 来 製 品 と の Ｃ Ｏ ２ の 排 出 量 差 を 把 握 し て い る こ

と。 フ ァ ク ター Ｔ 評 価 は 20 00年 度 基 準 製 品 及 び 従 来 製 品 に 対

し実 施 し 向 上 （ １ 超 ）し て い る こ と 。

11 マニ ュア ル に再 生 紙 の
採 用

紙 に よ る マ ニ ュ ア ル 類 に は 再 生 紙 が 使 用 さ れ て い る こ と。 海

外 調 達 品 な ど で 再 生 紙 の 入 手 が 困 難 な 場 合 な ど は 対 象 外 と

す る 。

12 長 期 使 用 に対 す る配 慮 製 品 本 体 ・ 部 品 に つ い て の 長 寿 命 化 設 計 が 行 わ れ て い る こ
と。 保 守 ・ 修 理 体 制 が 確 立 さ れ て い る こ と 。

NO . 環 境 配 慮 事 項 適 合 基 準
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○現在までのＥＣＰ基準適合化製品 
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ＨＥＶモータT033

①消費電力：７００W（１５%）削減
②質量：１４８kg（８２%）削減
③ファクターＴ：３．０８

S22配電用油入変圧器
300,500,750,1000kVA

①消費電力：３５W（９%）削減
②質量：９kg（３%）削減
③ファクターＴ：１．８０

ＨＥＶモータＴ０４０

①消費電力：５２０W（８%）削減
②質量：１４０kg（８２%）削減
③ファクターＴ：５．４９



 
 
 
 地球温暖化防止（省エネルギー活動）  
日本は、１９９０年度を基準に２００８～２０１２年までにＣＯ２を初めとする温室効果ガスを６％削

減する目標を掲げています。また、東芝は、売上高ＣＯ２排出原単位で１９９０年度を基準として、２０

１０年度までに２５％改善することを目標に掲げています。 
当工場の１９９０年度比２００６年度は、ＣＯ２排出量で７２％、ＣＯ２原単位で５７％減少しました。 

■ＣＯ２排出量と生産高原単位の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■当工場のエネルギー使用割合（原油換算比） 

         

灯油.
10.4%

都市ガス.
0.4%

ＬＰＧ.
0.1%

電気.
89.0%

電気

灯油

都市ガス

ＬＰＧ

 
■省エネルギー改善事例（２００８年度） 
当工場で製造している省エネ機器（高効率変圧器）を自らの工場に設置し、継続的な省エネルギーを図っ

ています。 

油焼きレスによる加熱炉の停止 

《 削減効果 》 
  ・年間電力量：２１．０万ｋＷｈ 
  ・年間ＣＯ２排出量：７７．２ｔ－ＣＯ２ 

構内の、プレス打ち抜き油を変更し、油焼き処理が

不要となり、炉を停止した。 

炉の停止 
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ＣＯ ２原 単 位（ ’９０年 度を１００とした 場合 ）

事業場での環境配慮 

生産高１億円あた

りのＣＯ２排出量 

三重工場のエネルギーは 

電気が大半を占めている 
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 廃棄物ゼロエミッション活動  
東芝本体事業所は、２００１年度にスタートした東芝第３次環境ボランタリープランにおいて、『事業 

活動に伴い生じる副産物やその他の発生物すべて（総排出量）に対し、各種処理後の埋立処分量を１％  

以下（最終埋立処分率）にすること』を“ゼロエミッション”と定義づけて、２００３年度達成と以降の

継続を目標に掲げています。 
三重工場においては、２００１年度にゼロエミッションを達成し、２００５年度以降も継続しています。 

 
■廃棄物発生量とゼロエミッション推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■主要な廃棄物処理の流れ 

三重工場では、３Ｒを積極的に推進しています。廃棄物の発生を抑えることを最優先とし、どうしても  

発生するものは、可能な限りリサイクルしています。特に 2008 年度は直接埋立される廃棄物のゼロ化に 

取り組みました。 
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１％以下をキープ 

0.13 0.09 0.09 0.09 0.08 0.06 0.02 0.02 0.02

11.3

9.09.1
8.7

9.5

10.4 10.4 10.9

9.0

10.9

8.9 8.8 8.5
9.3

10.2 10.2 10.8

8.9

0.9

0.6

1.01.0
1.0

1.1

0.2 0.2 0.2

87%
94%

90%

100%
96%

105%

91%
88%

79%

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

'00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4総発生量（千t）

再資源化量（千ｔ）

埋立処分量（千t）

最終埋立処分率（％）

原単位（’００年度を１００とした場合）



 化学物質の管理  
三重工場では、東芝グループ環境報告書に準拠して０．１ｔ以上使用の第１種指定化学物質および特定

第１種指定化学物質を開示対象としています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 監視・測定  
三重工場では、法基準値以上に厳しい自主基準値で大気・水質へ排出される有害物質等を定期的に管理

しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

排出量 移動量 物質

番号 
化学物質名 取扱量 

大気 公共用水 土壌 埋立 廃棄物 下水道 
消費量 

除去処

理量 

ﾘｻｲｸﾙ

量 

30 ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ A ｴﾎﾟｷｼ樹脂 53.91 0.00 0.00 0.00 0.00 13.41 0.00 40.51 0.00 0.00 

40 ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 15.75 8.03 0.00 0.00 0.00 7.72 0.00 0.00 0.00 0.00 

63 ｷｼﾚﾝ 28.14 14.27 0.00 0.00 0.00 13.87 0.00 0.00 0.00 0.00 

177 ｽﾁﾚﾝ 19.72 1.98 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 17.78 0.00 

202 ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾒﾁﾙ無水ﾌﾀﾙ酸 22.24 0.00 0.00 0.00 0.00 5.53 0.00 16.71 0.00 0.00 

227 ﾄﾙｴﾝ 17.04 8.68 0.00 0.00 0.00 8.36 0.00 0.00 0.00 0.00 

312 無水ﾌﾀﾙ酸 1.55 0.00 0.00 0.00 0.00 0.39 0.00 1.17 0.00 0.00 

 

単位：ｔ 

実 測 値 
項   目 

水濁法 

規制値 

自 主 

基準値 第１水系放流口 第２水系放流口 第３水系放流口 

pH(水素イオン濃度):水素指数 5.8～8.6 6.0～8.0 7.5 7.4 7.7 

BOD(生物化学的酸素要求量):mg/l 120 20 1.4 2.3 2.0 

COD(化学的酸素要求量):mg/l 120 20 2.5 3.7 3.2 

SS(浮遊物質量):mg/l 150 20 3.4 3.5 2.6 

Cu(銅含有量):mg/l 3 0.2 < 0.01 < 0.01 < 0.01 

Zn(亜鉛含有量):mg/l 2 1.5 0.06 0.56 0.02 

Fe(溶解性鉄含有量):mg/l 10 0.5 0.07 0.30 0.09 

Mn(溶解性ﾏﾝｶﾞﾝ含有量):mg/l 10 0.05 < 0.01 0.01 0.03 

Cr(ｸﾛﾑ含有量):mg/l 2 0.01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 

T-N(窒素含有量):mg/l 60 15 1.3 2.9 4.9 

T-P(りん含有量):mg/l 8 1.5 0.08 0.08 0.39 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ:mg/l 0.1 ND < 0.005 < 0.005 < 0.005 

鉛:mg/l 0.1 ND < 0.005 < 0.005 < 0.005 

六価ｸﾛﾑ:mg/l 0.5 ND < 0.04 < 0.04 < 0.04 

PCB:mg/l 0.003 ND - < 0.0005 - 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ:mg/l 0.2 ND < 0.002 < 0.002 < 0.002 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ:mg/l 3 ND < 0.1 < 0.1 < 0.1 

水 

質 

 
生 

活 

環 

境 

項 

目 

及 

び 

人 

の 

健 

康 

に 

係 

る 

項 

目 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ:mg/l 0.3 ND < 0.003 < 0.003 < 0.003 

 
実測値 （大防法規制値／自主基準値） 

項目 
＃３４ボイラー スクラバー 

ばいじん < 0.005（0.15／0.02） － 

Nox（窒素酸化物） 32.5（260／150） － 
大 

気 
Ｈｃｌ － 0.2（80/1.0） 
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 社会貢献・啓発活動  

地域社会への貢献活動として、毎年従業員による工場周辺の清掃活動を年２回行っています。また、  

老人ホームへの清掃活動も実施しております。 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
                                    

 内部・外部コミュニケーション  
６月の「環境月間」、１０月の「３Ｒ推進月間」、２月の「省エネルギー月間」において、各種行事の    

開催、環境保全ニュースの発行などを通じて従業員への意識高揚を図っています。 
また、工場見学者に対し、各所環境コーナーによる環境活動の紹介や質疑応答を通して積極的に外部  

とのコミュニケーションを図っています。 
                   
                   
    
                 
 
 
 
 

                   
                                                                          

社会との共生のために 

 

 

環境コーナー 

啓発看板・懸垂幕掲示 

リサイクル及びボランティア 

意識高揚のため、年４回、従業

員が自宅から持ち寄った空缶・

牛乳パックの回収と募金を実施

し、その収益を慈善事業へ寄付

しています。 
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毎年２回、２００名以上の従

業員が参加し、工場周辺の主

要道路沿いを清掃していま

す。 

 

老人ホーム清掃活動 

クリーンボランティア 

まごころ募金・リサイクル運動 

各種月間行事 処理処分業者現地確認 

工場から排出された廃棄物が 

適正に処理されているか、毎年、

処理・処分施設の現地確認を 

実施しています。 

今年度は、１２社に対し実施し、

問題はありませんでした。 

 

空缶の 
回収 

毎年２回、老人ホームを訪問

し、従業員が清掃しています。 

月間ニュース 



 

三重県三重郡朝日町大字縄生２１２１番地 

株式会社東芝 三重工場 

管理部 

TEL：059-376-6001 

FAX：059-376-6109 




